
中学生向け数学               中学校      学年 氏名             

（問題が Ｇ：良い、Ａ：基本、Ｄ：代表的、Ｓ：新規性、Ｈ：高水準、Ｆ：標準的） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）、★★★（７５点必須） 

２４８ｈ０２０２２７ｄ０２０ｓｔｉｌｍ   難易度４ 

この問題は大変難しい問題です。これができれば恐ろしいもの無しです。 

出来なくてもがっかりする必要なし。 

右の図のような長方形ＡＢＣＤと正方形 

ＥＢＦＤがあり、ＢＤは共通な対角線で 

ある。ＡＢ＝４，ＡＤ＝３、ＡＢとＥＤ交点をＧ 

とするとき、次の長さ及び面積を求めよ。 

１） ★★ＥＢ 

２） ★★△ＢＤＧの面積 

３） ★★ＧＤ 

４） ★★★ＥＣ 
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問題の解き方と復習のポイント（この問題が出来る人は超１級な人です） 

ポイント＝長さ＝相似比、合同、三平方の定理 

隠れた言葉＝特別三角形（４５－４５－９０） 

１）ＥＢ三平方の定理より、ＢＤ＝５ｃｍ 

5 5 2

22

°

°

EB  　 である。

２）Ｇより、ＢＤに垂線を下ろし、

　交点をＰとする。∠ＰＤＧ＝４５

　であるからＧＰ＝ＰＤ

　△ＧＰＢは△ＡＢＤにおいて、

　∠ＤＡＢ＝∠ＧＰＢ＝９０

　∠ＡＢＤ＝∠ＰＢＧ（共通）

　２組の角がそれぞれ等しいので

　△ＧＰＢ∽△ＡＢＤである。

　ＧＰ：ＰＢ＝３：４である。

　ＧＰ＝ＰＤからＢＤ＝７になる。

　　ＢＤ＝５であるから５：ｘ＝７：３、　

１５
　ｘ＝ がえられる。

７

　　△ＢＤＧの面  

２

１５ １ ７５
積＝５ ＝

７ ２ １４

１５
３）ＧＤ＝ ２

７

５
４）ＥからＢＤに垂線を下ろし、ＢＤとの交点をＱとすると、ＥＱ＝ＢＱ＝

２

　　ＣからＢＤに垂線を下ろし、ＢＤとの交点をＲとすると、

　△ＢＲＣは△ＡＢＤと相似ＢＲ：ＲＣ＝３：４

９ １２
　ＢＣ＝３から　　　５：３＝３：ＢＲ、　ＢＲ＝ 、ＲＣ＝ である。

５ ５

５ ９ ２５－１８ ７
　ＲＱ＝ － ＝ ＝

２ ５ １０ １０

５ １２ ４９
　ＲＣ＋ＥＱ＝ ＋ ＝

２ ５ １０

　三平方の定理より、

　ＥＣ＝

 



２ ２７ ４９
（ ）＋（ ）
１０ １０

４９＋４９ ４９ ４９ ５０
　＝　 ＝

１００ １００

７ ５ ２ ７２
　ＥＣ＝ ＝

１０ ２
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５
ＥＱ＝ＢＱ＝ＱＤ＝

２

ＢＲ：ＲＣ：ＢＣ＝３：４：５

現実ＢＣ＝３であるからＢＲ，ＲＣは
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